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第27回 研 究 例 会

41年5月14日 於 ・京 都 工 芸繊 維 大 学

研 究 例 会

「デ トロ イ トの フ オー ド ・ミュー ジア ム」

京都 工 芸繊 維 大 学 柳 原 明 彦

「ニ ュー ヨー ク ・ワー ル ド・フ ェ ア ー み て あ る き」

KK日 展 神 吉 定

柳 原 氏 は デ ザ イ ンに つ いて 、昔 か ら う けっ が れ て きた 歴 史 の重 さが きわ め

て重 要 で あ りなが ら、一 般 に は軽 視 され が ちで あ る 。 デ ザ イ ナ ー は 、現 在 、

将 来 に眼 を 開 くこ とは 当 然 で あ るが 、 その た め に は過 去 を知 るべ きで あ りな

が ら、殆 ん ど無 視 して い る。 」 との 論 旨 に そ っ て 、ア メ リカ で の体 験 と して 、

デ トロ イ トの フ ォ ー ド美術 館 を紹 介 され な が ら、 この よ うな 美術 館 の 成 立根

拠 を示 さ れ た 。

神 吉 氏 は ス ラ イ ドを用 いて 、 ニ ュー ヨ ー ク ・ワ ー ル ド ・フ ェ ア を紹 介 され

たが 、 と く に光 の デ ィス プ レー の す ぐれ た 点 を強 調 され た 。 大 阪 万 国博 も決

定 した今 日、 そ れへ の 参 考の 資 と して貴 重 な発 表 で あ っ た 。

第28回 研 究 例 会

6月18日 トヨタ自動車工場見学 愛知県豊田市豊
田一番地

トヨタ自動車KK

連 日の欝陶 しい梅雨空 も、この 日は学会として始めての見学会の壮途を祝

してか、晴天で気温 も本年度最高の30.2度 とかの快晴。
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午 前9時20分 、 参加 人 員61名(2名 欠 席)。近 鉄 観 光 バ ス に て、京 都 駅 を あ と

に 名神 高 速 道 路 で 一 路 豊 田 市 へ … 。 車 中 よ り緑 の 山 々や 田植 風 景 を眺 め っ ・

途 中 、 多 賀 バ ス ス トップ で 休息 。 次 いで 関 ケ 原 、岐 阜 をへ て 名古 屋 に 入 る。

その 間 バ ス ガ イ ド嬢 の 名所 旧蹟 の 話 を き ・つ>12時15分 目的 の トヨ タ 自動 車

工 場 着 、 早 速 昼 食 を ご馳 走 に な り、東 京 の 会 員3名 と合 流 、午 後1時 よ りPR

映 画 で 工 場 の概 要 を説 明 さ れ 、1時40分 よ り充 町 工 場 見学 。 主 と して 、プ レス

工 場 と組 立 工場 で 近 代 自動 車 工 業 の 設 備 ・生 産 方 式 と眼 の あ た りに 見 て 、 各

自 会 員 と も違 った 専 攻 分 野 で あ りなが ら夫 々 、感 銘 を新 らた に した 。 見学 を

終 って3時 よ り約40分 間 トヨ タ 自動 車 第1技 術 部 次 長 森 本 真 佐 男 氏 の 『自動

車 の デ ザ イ ン』 に つ い て の 簡 単 な講 話 が あ り、続 い て 、 会 員 との 質 疑 癒 答 が

熱 心 に続 け られ た が 時 間 の 都 合 で3時40分 終 了。 技 術 部 の 方 々 の 厚 意 を謝 し

て帰 途 につ い た 。

途 中 、 名 古 屋 で5名 下 車 、養老 バ ス ス トッ プ で一 休 み し定 刻7時 京 都 駅 着
、

有 意 義 な 見 学 会 を無 事終 了 し解 散 した。

今 回 の 見学 会 は 初 回 で も あ り、 かっ 長 距 離 で あ る た め 、 そ の 成 果 が 案 ぜ ら

れ て い た が 、 岡 山 ・神 戸 ・河 内 ・奈 良 な ど遠 方 か らの 会 員 の 参 加 も あ り
、 却

って 余 り例 会 に顔 をみ な い 会 員 と も親 し く話 す 機 会 と もな って 、 バ ス の 車 中

は和 気;;?tv/zであ り工 場 見 学 の 成 果 も さ るこ と な が ら、初 回 として は 成 功 で あっ

た と思 わ れ る 。n後 も予 算 の 許 され る範 囲 で 是非 続 け て ゆ き た い もの と 思 う
。
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第29回 研 究!列 今 、

7月23日 於 ・神 戸 六 甲 荘

研究例会

「19世 紀 末 の 装 飾 性 に つ い て」

神戸大学 大 西 範 明

まず 同 氏 は 「装 飾 性 」 とは 、 い わゆ る 「か ざ り」 と して の 意 味 で は な く、

む しろ 「造 形 性 」 と しての 意 味 で あ る こ と を こ と わ られ た 。 今 日 「色 と形 の

シ ンボ ル化 」 と い われ て お り、また 、そ の こ と と、現 代 芸 術 は っ な が り を もっ 。

抽 象 的 理 念 の 具 体 化 が 「文字 の世 界 か ら影 像 の 世 界 へ と向 け られ て い る」。

この よ う な傾 向 は 、 す で に19世 紀 後 半 か ら積 極 的 に と りあげ られ て きた 。 い

わ ば 、 現 代 の 造形 性 の源 と して 、19世 紀 末 の 装 飾 性 を あげ る こ とが で きる。

19世 紀 の 美 術 の流 れ に 、 それ らは 見 られ る し、 文 学 に お け る詩 の 象 徴 主 義 と

もっ なが りを もつ 。 か く して 、 ア ー ル ・ヌ ー ボ ー(新 しい芸 術)に お いて 、

明確 な一 頂 点 に 至 っ て い る。 以 上 の 論 旨 を き わ め て 、 精 細 な事 実 指 摘 を行 い

なが らの 発 表 で あ っ た 。19世 紀 の芸 術 を考 え る場 合 、19世 紀 初 頭 の 「芸 術 の

た め の 芸 術(1'artpourI/art)と の 胼 関 を も 考慮 す べ きで は な か ろ うか。

研 究 発 表 会終 了 後 懇親 会 が もた れ 、30数 名 の 参加 者 に よ って 、 和 や か な雰

囲 気 が か も し出 され た 。
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被 服 部 会 研 究 例 会

第7回 研 究 例 会

日時 昭和40年12月11日(土)於 ・京 都 女 子 大 学

「女性 を 中心 と した 欧 米 の デ ザ イ ン亅

兵 庫 工 高 南 原 七 郎

昭 和40年7月 に開 催 され た 関西 意 匠 学 会 研 究 例 会 に お いて 、南 原 氏 は 「欧 米

よ りみ た 日本 の デ ザ イ ン 亅にっ いて、研 究 発 表 を な され た が 、その 豊 富 な ご 見 聞

の う ち、この 度 は、被 服 部 会 で女 性 を 中 心 と した デ ザ イ ンの 、お話 をお 願 い した 。

ま ず 、生 活 上 の デザ イ ンが 、日本 に お い て感 ず る もの と、根 本 的 に差 の あ る こ

と を指 摘 さ れ た 。そ れ は 、キ リス ト教 に よ る社 会 秩 序 が 、社 会 習慣 をつ く り、大

き い支 配 力 を も っ て彼 等 を律 して お り、その 、キ リス ト教 の 愛 の 精 神 が、デ ザ イ

ンの 中 に浸 透 して い るた め で は な い か 、と の 説 明 が あ っ た。 後 半 、数 多 くの ス

ラ イ ドに よ り、ロ ー マ ・ベ ニ ス ・パ リー の風 景 と女 性 の 服 装 、 市 民 の住 居 の 内

部 、 ア パ ー トの 内部 、 各 地 の シ ョー ウ イ ン ド、 商 店 の 服 、 手 芸 品 、 イ ンテ リ

ァー テ キ ス タ イ ル 、 レー ス デ ザ イ ン等 をみ せ て い た ・"いた 。

第8回 研 究 例 会

日時 昭 和41年6月11日(土)於 ・京 都 女 子 大 学

「丹 波 布 につ い て 」

永 元 寺 住 職 金 子 貫 道

「被 服 構 成 の 問題 点 」

京都 女 子 大 学 土 井 幸 代

無 形 文 化 財 ・丹 波 布染 織 指 導 をして お られ る金 子 氏 から、丹 波 布 につ い て の講

演 を して い たfい た 。 丹 波 布 は、従 来 縞 貫(し ま ぬ き)と よ ん で い るが 、佐 治
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木綿、或は、丹波木綿 ともよばれたことがある。農家の者が・農閑期に山から染料

を取 って染 め、 自家用の野良着として織 ったのに始 まり、その特徴は(1)経緯

共に手紡 ぎの綿糸 である、(2)染色は全部草木染である、(3職機 は手機を用う、(4韓

に必ずっまみ糸 を用 うものである。尚、或 る時代には、佐治間道 と称 されて茶

人の間に珍重されたこともあるという。

実物資料を多 く提示 していた ・"いて、丹波布 に対す る認識 を、新たにすると

共に、その技術保存 を痛切 に感 じた。

土井氏は、被服の構成が技術 を主体 として習慣化 して しまい、理論的に被服

を究明 しようとする努力の、欠けていることを指摘され、被服構成の問題点と

して次の事 を挙げられた。(1)人体計測の問題 、(2)動作分析 と動作特性把握の

問題、(3)美的表現の具体的な方法の問題、(4)1・2・3項で解明されたもの ・、作

図への展開方法の問題、(5)布性能の究明に関す る問題 、(6)縫製加工の問題、

(7)量産のための標準化、並びに普遍化の問題、(8)着装 に関す る問題 、習慣的、

模倣 的な考えから、人体 と被服 との関連 をいかに秩序的に見いだすべ きか、そ

こに芸術的表現 をいかに加味すべ きか等、被服構成の科学的な体系づけの必

要性 を強調 された。

洋 画 材 料
額 縁
製 図 器 具
図 案 材 料

大 地 堂
京都市上京区河原町今出川東南角TEL.23-8008
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